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萩が舞台の大河ドラマ「花燃ゆ」来年 1月４日放映スタート！

平成27年の大河ドラマは「花燃ゆ」

涙袖帖（期間限定展示）
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松陰の
妹・文の
生涯を描く

萩市大河ドラマ「花燃ゆ」プロジェクト推進協議会
公式ホームページ　http://www.city.hagi.lg.jp/fumi-hagi/
■問い合わせ　大河ドラマ推進室（２５・３１３９）

「
花
燃
ゆ
」

　

小
田
村
伊い

之の

助す
け（
の
ち
楫か

取と
り

素も
と

彦ひ
こ

）が
、

一
時
期
居
住
し
た
椿
東
の
旧
宅
跡
地
に
、

駐
車
場
や
休
憩
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
場
所　

椿
東
３
５
４
‐
１
（
中
ノ
倉
）

■
整
備
内
容

◦
駐
車
場　

普
通
車
４
台
（
無
料
）

◦
休
憩
施
設
（
東
屋
約
7.3
㎡
）、
説
明
板

◦
園
路
美
装
化
や
周
辺
整
備
（
伐
採
竹
除

去
）
な
ど

【
楫
取
素
彦
】
萩
城
下
魚う
お
た
な
お
き
ま
ち

棚
沖
町
、
藩
医

松
島
家
に
生
ま
れ
、
儒
者
小
田
村
家
の
養

子
と
な
る
。
明
倫
館
で
学
び
、
江
戸
に
出

楫
取
素
彦
旧
宅
跡
の
整
備
が
完
了
！

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
　
萩
も
の
が
た
り

楫
取
素
彦
〜「
至
誠
」を
体
現
し
た
松
陰
の
盟
友

　

義
兄
で
あ
り
、
同
志
で
も
あ
っ
た
吉
田

松
陰
の
教
え
を
受
け
継
ぎ
、
松
下
村
塾
の

存
続
に
尽
力
す
る
傍
ら
、
幕
末
の
激
動
期

に
藩
主
の
側
近
く
に
あ
っ
て
藩
政
に
関
わ

り
、
維
新
後
は
初
代
県
令
と
し
て
群
馬
県

の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物
で
あ
り
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な

楫取素彦旧宅跡（椿東）

　

ゲ
ス
ト
に
杉
寿
役
の
優

ゆ
う

香か

さ
ん
、
周す

布ふ

政ま
さ

之の

助す
け

役
の
石
丸
幹か
ん

二じ

さ
ん
を
迎
え
、一
足

早
く
ド
ラ
マ
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

舞
台
裏
の
お
宝
映
像
な
ど
と
と
も
に
、

志
士
た
ち
の
人
物
像
を
徹
底
分
析
。
偉
業

の
裏
に
あ
る
人
間
味
あ
ふ
れ
る
素
顔
に
迫

る
と
と
も
に
、
期
待
を
寄
せ
る
県
内
各
地

の
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

■
放
送
予
定
日
時　

12
月
19
日
（
金
）
午

後
８
時
〜
８
時
43
分

■
放
送
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
（
山
口
県
内
）

玉木文之進
旧宅

東光寺

東光寺総門

至 福栄

顕義園
（山田顕義誕生地）

楫取素彦
　旧宅跡

中ノ倉

至 人丸神社

て
佐
藤
一い
っ
さ
い
斎
ら
に
師
事
。
帰
国
後
は
、
明

倫
館
で
指
導
。
嘉
永
６
年（
１
８
５
３
）、

吉
田
松
陰
の
妹
寿ひ
さ

と
結
婚
。
慶
応
３
年

（
１
８
６
７
）、
藩
命
に
よ
り
楫
取
素
彦
と

改
名
。
明
治
９
年（
１
８
７
６
）、
群
馬
県

の
初
代
県
令
と
な
り
、
養
蚕
・
製
糸
業
を

奨
励
す
る
な
ど
群
馬
県
政
に
貢
献
。

　

明
治
14
年
、
妻
寿
を
亡
く
し
、
同
16

年
に
松
陰
の
も
う
一
人
の
妹
文ふ
み（

美み

和わ

子こ

）

と
再
婚
。
元
老
院
議
官
な
ど
を
務
め
、
晩

年
は
三み

田た

尻じ
り（
防
府
）で
過
ご
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

至 陶芸の村公園

至 市
街

道
迫
真
吾（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）定
価
５
１
０
円（
税
込
）

生
涯
を
通
し
て
持
ち
続
け
て
い
た
精
神
こ

そ
、
松
陰
か
ら
受
け
継
い
だ
「
至
誠
」
で

あ
っ
た
。

■
Ａ
５
版
（
64
ペ
ー
ジ
）

■
販
売
所　

市
役
所
総
合
案
内
、
萩
博
物

館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、
明
屋
書
店

萩
店
な
ど

※
郵
送
で
の
購
入　

萩
も
の
が
た
り
事
務

局
へ
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

■
問
い
合
わ
せ　

広
報
課
内
萩
も
の
が
た
り
事
務
局（
２
５
・

３
２
３
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
５
４
５
８
）

テ
レ
ビ
放
映

平成27年 月1 日（日）11 ー 平成28年 月1 日（日）10
時間/9：00～17：00 会場/旧明倫小学校体育館
http://www.city.hagi.lg.jp/fumi-hagi/

「花燃ゆ」
まちの声

ると少し増えているようです。車体にヒロイン文をイメー
ジしたイラストなどが貼り付けられていることもあり、観
光のお客様がドラマゆかりの地のことなどを尋ねられた
り、バスの写真を撮影されることも増えてきました。　
　ドラマ放送やドラマ館の開館などで多くのお客様にお越
しいただき、まぁーるバスにも多くご乗車いただけること
を期待しています。　　　藤原清

きよのぶ

伸（まぁーるバス運転手）

　大河ドラマ「花燃ゆ」放送開始まで、１カ月
余りとなりました。
　まぁーるバスの利用者も昨年の同時期と比べ

か
っ
た
楫
取

素
彦
の
波
乱

に
満
ち
た
生

涯
を
辿
る
。

楫
取
素
彦
が

43
「
放
送
直
前
！
大
河
ド
ラ
マ

花
燃
ゆ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
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禁
門
の
変
の
責
任
を
問
わ
れ
た

三
家
老・十
一
烈
士
ら
の
無
念
を
後
世
に

　

今
か
ら
１
５
０
年
前
の
元
治
元
年

（
１
８
６
４
）、禁
門
の
変
の
責
任
を
問
わ

れ
、幕
府
へ
の
恭
順
の
意
を
示
す
た
め

切
腹
し
た
三
家
老
、処
刑
さ
れ
た
尊
攘

派
の
藩
士
十
一
烈
士
、責
任
を
感
じ
自
刃

し
た
周す

ふ布
政ま

さ
の
す
け

之
助
の
合
同
慰
霊
祭
が
、

11
月
11
日
、東
光
寺
で
萩
市
観
光
協
会
、

萩
市
仏
教
会
主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
に
は
、
国く
に
し司
信し
な
の濃
の
ひ
孫
の

国
司
由た
だ
ゆ
き

行
さ
ん（
神
奈
川
県
）と
周
布
政

之
助
の
玄や
し
ゃ
ご孫

の
周
布
兼か

ね
さ
だ

定
さ
ん（
東
京

都
）、渡
辺
内く

ら

た
蔵
太
の
子
孫
、渡
辺
賢け
ん
じ治

さ
ん（
萩
市
）や
、一
般
の
方
な
ど
約
20

人
余
り
が
参
列
。代
表
し
て
国
司
さ
ん
、

周
布
さ
ん
が
、「
明
治
維
新
を
み
る
こ
と

な
く
亡
く
な
っ
た
先
祖
だ
が
、
１
５
０

年
の
時
を
超
え
て
の
法
要
に
感
無
量
で

す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

■
三
家
老
・
十
一
烈
士
と
は

　

元
治
元
年
９
月
26
日
、禁
門
の
変

の
責
任
を
感
じ
た
周
布
政
之
助
が
自

刃
。幕
府
へ
の
恭
順
派
に
よ
り
、10
月

元
治
元
年
殉
難
烈
士
合
同
慰
霊
祭
を
開
催

禁
門
の
変
の
責
任
を
問
わ
れ
た

三
家
老・十
一
烈
士
ら
の
無
念
を
後
世
に

先祖の墓前で手を合わせる、
国司さん（手前）と周布さん

の
中
で
も
特
に
整
備
が
遅
れ
て
い
る
区
間

で
す
。平
成
25
年
度
か
ら
新
規
事
業
化
に

向
け
、優
先
区
間
の
絞
り
込
み
の
た
め
の

調
査
が
行
わ
れ
る
な
ど
一
歩
前
進
し
ま
し

た
が
、さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
地
域
の

盛
り
上
が
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
野
村

市
長
が
「
医
療
や
福
祉
、
経
済
の
面
で
道

路
が
な
い
と
生
活
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
昨
年
の
災
害
を
受
け
て
痛
感
し
た
。

山
陰
道
は
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
基
幹
道
路
と

し
て
必
要
。
地
方
の
創
生
は
、
道
路
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
と
何
も
で
き
な
い
。
今

後
の
日
本
海
側
の
再
生
に
は
、
道
路
整
備

が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
早

期
整
備
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
村
岡
嗣つ
ぐ
ま
さ政
山
口
県
知

事
代
理
藤ふ
じ
べ部
秀ひ
で
の
り則
副
知
事
や
、
山
口
・

島
根
両
県
選
出
の
国
会
議
員
な
ど
も
、
協

力
と
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
で
は
、
萩
市
・
益
田
市
・
阿

武
町
の
住
民
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
萩
市
民
を
代
表

し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
阿
北
苑
の

小こ
が
わ河

里さ
と
み美

施
設
長
は
、
昨
年
の
萩
市
東
部

集
中
豪
雨
災
害
の
時
の
状
況
を
紹
介
し
、

災
害
に
強
い
高
速
道
路
の
必
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
整
備
に
必
要
な
予
算
措
置
や

早
期
事
業
化
を
強
く
求
め
る
大
会
決
議
を

満
場
の
拍
手
で
採
択
し
、
参
加
者
全
員
の

生活基盤道路として必要不可欠！
決起大会で早期実現を要望

山陰自動車道
（益田〜萩間）

早期整備に向け参加者全員による「ガンバロウ」コール

　

11
月
15
日
、「
山
陰
自
動
車
道
（
益
田

～
萩
間
）
整
備
促
進
決
起
大
会
」
が
市
民

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

は
、
山
陰
自
動
車
道
（
益
田
～
萩
間
）
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
（
会
長
：
野
村
萩
市

長
）
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
萩
市
、
益
田

市
、
阿
武
町
な
ど
の
関
係
者
約
５
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
陰
自
動
車
道
は
、鳥
取
市
か
ら
下
関

市
ま
で
の
約
３
８
０
㎞
の
高
規
格
幹
線
道

路
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、益
田

市
〜
萩
市
間
約
60
㎞
は
依
然
と
し
て
未
事

業
化
区
間
と
な
っ
て
お
り
、全
国
の
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク（
分
断
さ
れ
た
高
速
道
路
）

24
日
に
は
、藩
の
政
務
員
だ
っ
た
11
人

が
野
山
獄
に
投
獄
さ
れ
、11
月
12
日
に

竹た
け
の
う
ち内
正し
ょ
う
べ
え

兵
衛
、中
村
九く
ろ
う郎
、佐
久
間

佐さ

へ

え
兵
衛
、宍し
し
ど戸
左さ
ま
の
す
け

馬
之
助
が
、つ
い
で

12
月
19
日
に
前
田
孫ま

ご

え

も

ん

右
衛
門
、毛
利

登の
ぼ
る人

、山
田
亦ま

た
す
け

介
、渡
辺
内く

ら

た
蔵
太
、大や

ま
と和

国く
に
の
す
け

之
助
、楢な
ら
ざ
き崎
弥や
は
ち
ろ
う

八
郎
、松
島
剛ご
う
ぞ
う
蔵
の
計

11
人
が
野
山
獄
で
処
刑
（
十
一
烈
士
）。

11
月
11
日
・
12
日
に
、三
家
老
の
益
田

右う
え
も
ん
の
す
け

衛
門
介
、国
司
信
濃
、福
原
越え

ち
ご後

が
切

腹
し
ま
し
た
。

ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
大
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
一
日
も
早
い
事
業
着
手
を
目

指
し
、
国
土
交
通
省
等
の
関
係
機
関
へ
地

域
住
民
の
声
を
届
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

土
木
課
（
２
５
・
３
８
３
２
）
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※同一章、功労ごとに 50 音順に掲載。敬称略おめでとうございます
秋 の 叙 勲 瑞宝章は、公共的な職務に長年従事した人に贈られる

危 険 業 務 従 事 者 叙 勲
警察官や消防など危険性が高い業務に長年従事

昭和 40 年に教鞭をとって以来、木
間小・中、萩東中の校長や県中学校
長会会長などを務めるとともに、萩
市教育長として教育行政に尽力

（72 歳　大井）岩崎　肇
はじめ

教育功労
（元公立中学校長）

昭和 37 年に山口県警察に入庁以来
42 年にわたり、主として交通課の
配属で、地域の交通安全運動や交通
事故への対応などに尽力

（71 歳　堀内）柴田 富
ふ じ お

士雄

警察功労
（元県警部）

昭和 38 年に萩市消防団に入団以来
40 年にわたり、消防活動などに尽
力。平成 14 年の住宅火災では分団
長として被害を最小限にとどめた

（76 歳　山田）來
き じ ま

嶋　弘
ひろあき

昭

消防功労
（元萩市消防団分団長）

瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章

昭和 48 年に海上自衛隊に入隊以来
34 年にわたり、艦船乗り組み、教
官および訓練指導官として後進の指
導にあたるなど自衛隊活動に尽力

（61 歳　紫福）平田　一
か ず み

深

防衛功労
（元３等海尉）

瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章

瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章

昭和 40 年に萩市消防署に入署以来
40 年にわたり、豊富な知識で消防
活動などに尽力。平成 12 年の建物
火災では被害を最小限にとどめた

（70 歳　椿東）中村　純
じゅんいち

一

消防功労
（元萩市消防司令）

瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章

昭和33 年に福栄村消防団に入団以
来42 年にわたり、消防活動などに尽
力。昭和56 年の住宅火災では延焼阻
止を図り被害を最小限にとどめた

（75 歳　紫福）末永　一
かずまさ

正

消防功労
（元福栄村消防団分団長）

昭和46 年から33 年にわたり、法務
技官（作業専門官）として、地方刑務
所等での被収容者に対する作業教
育、職業訓練等の指導などに尽力

（71 歳　弥富下）立
た ち の

野　薫
かおる

矯正業務功労
（元法務技官）

瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章

社会、公共の福祉、文化などに
貢献した個人を表彰秋 の 褒 章

藍
らんじゅほうしょう

綬褒 章

統計調査員として、経済産業省関係
の統計調査業務に多年にわたって従
事し、統計調査の完全実施と統計思
想の普及などに尽力

統計調査功労

（66 歳　瓦町）岡村 シゲ子
（工業統計調査員）
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受 受章 賞 おめでとうございます

（70 歳　山田）上
かみりょう

領 眞
ま ゆ み

由美

統計調査員表彰

平成５年から住宅・土地統計調査な
ど各種統計調査員として従事。統計
調査に対する理解と熱意があり、迅
速かつ丁寧な調査に尽力

（統計調査員）

（81 歳　上小川西分）

厚生労働大臣表彰

下瀬　溪
け い こ

子

食生活改善事業功労

昭和 39 年から食生活改善推進員と
して、バランスのよい食事の普及活
動などに貢献。平成６年には旧田万
川町で協議会会長としても尽力

（元萩市食生活改善推進協議会理事）

（76 歳　見島）引
ひ き じ

地　勤
つとむ

食品衛生功労

長年にわたり、見島で食品衛生指導
員として営業者の指導を行うととも
に、相談役として尽力。萩食品衛生
協会の理事としても活躍

（萩食品衛生協会理事）

（64 歳　福井下）

総務大臣表彰

加藤　善
よしたか

隆

行政相談員表彰

平成６年から 20 年にわたり、行政
相談員として、相談所を定期的に開
設するなど、住民の身近な相談相手
として、その解決等に尽力

（行政相談員）

（60 歳　椿）池田　廣
ひ ろ し

司
昭和 56 年に教鞭をとって以来、教
育行政や学校経営において優れた業
績を残し、県内教育の振興・発展に
貢献

（萩東中学校長）
教育者表彰

山口県花いっぱい運動

椿東小学校
学校園、学年花壇の水やり・草取りなど児童や職員が
全校体制で取り組んでおり、花いっぱいの学校づくり
を積極的に推進

知事特別賞（モデル団体等）

文部科学大臣表彰全国大会出場おめでとう
全国中学校駅伝大会 （12月14日 山口市）

山口県中学校駅伝大会（11 月 15 日）で２年ぶり
３回目の優勝を果たし、５年連続６回目の出場。

［後列左から］亀
か め や

屋拓
た く と

仁（３年）、長岡京
き ょ う た

汰、岩崎大
だ い ち

智、
重
しげむら

村悠
ゆ う き

貴（以上２年）、村上正
ま さ き

樹（１年）、［前列左から］
田中大

だ い き

稀、福間敦
あ つ や

也、成
なりまつ

松 丈
じょう

、松原宏
こ う た

太（以上３年）

萩東中学校男子駅伝部

全国大会入賞おめでとう
全国障害者スポーツ大会（長崎がんばらんば大会）

（10 月 30 日〜 11 月４日　長崎県）

フライングディスク競技 種目 アキュラシーディスリー
ト・５ １位、ディスタンスメンズスタンディング 5位
木原 光

み つ あ き

明（萩総合支援学校高等部３年）
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おめでとうございます受 受章 賞
※同一功労ごとに 50 音順に掲載。敬称略

生活環境改善事業功労

（75 歳　相島）齊藤　稔
みのる

平成 14 年から 11 年にわたり、相
島環境衛生組合の役員や代表を務
め、地区の環境衛生の意識啓発や、
生活環境の改善のために尽力

県内の各分野で顕著な功績があった個人や団体を表彰県知事表彰

平成 15 年に萩・卓球バレーボール
クラブを設立以来 20 年にわたり、
卓球バレーの指導をはじめ、障がい
者スポーツの普及に尽力

（61 歳　平安古）烏田　曉
あ き こ

子

健康福祉功労
（県卓球バレーボール協会指導者）（元相島環境衛生組合代表）

（明木）

やまぐち生涯現役社会づくり章

さくら会銭
ぜにだいこ

太鼓明木教室
平成10 年から活動を始め、平成14 年７月に設立。市内
外で年20 回程度のボランティア公演を行うなど、地区
の大きな活力としても活躍

ボランティア活動や生涯学習・仕事などで積極的に社会
参加し、いきいきと活動する高齢者の個人・団体

芸術・文化・スポーツ、社会福祉、産業などで顕著な功績があった個人を表彰県選奨

兼田　昌
まさなお

尚 （61 歳　椿東）

昭和 54 年から 35 年にわたり、現
代陶芸の発展に努めるとともに、国
内外で個展を精力的に開催するな
ど、現代美術の振興に尽力

芸術・文化・スポーツ功労
（陶芸家）

小
こ が わ

河　里
さ と み

美 （65 歳　上小川東分）

昭和57 年から勤務、平成５年から21
年にわたり、施設長として健全運営
に尽力。県老人福祉施設協議会理事
として、老人福祉の向上にも寄与

社会福祉功労
（特別養護老人ホーム阿北苑施設長）

田村　義
よしはる

治 （76 歳　椿東）

昭和62 年に萩安全運転管理者協議
会理事に就任、同会長や県安全運転
管理者協議会副会長など27 年にわ
たり、地域の交通事故防止等に尽力

社会活動功労
（山口県安全運転管理者協議会副会長）

岩本　登
たかよし

吉 （72 歳　江向）

昭和 52 年に表具店を開業し 37 年
にわたり、表具業界の発展と技能の
振興に尽力。また高等職業訓練校指
導員として訓練生の指導にも寄与

産業功労
（山口県表具内装高等職業訓練校指導員）

水
す い ず

津　俊
と し お

男 （64 歳　中小川）

昭和57 年に阿北農業協同組合理事
に就任以来、同理事組合長、県農業協
同組合中央会副会長等を歴任、32 年
にわたり、地域農業の振興に尽力

産業功労
（あぶらんど萩農業協同組合代表理事組合長）

吉村　榮
え い こ

子 （78 歳　三見）

平成 14 年に三見漁業協同組合女性
部部長に就任以来、県漁業協同組合
理事、同女性部部長などを歴任、漁
協運営への女性参画などに尽力

産業功労
（山口県漁業協同組合女性部部長）

生活衛生功労

（60 歳、南片河町）中野　和
かずあき

明
平成 17 年から現在まで、県すし商
生活衛生同業組合理事として、業界
の発展・向上に尽力

（県すし商生活衛生同業組合理事、北浦寿し）
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■
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
（
２
５
・
２
９
１
２
）

□
投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
木
間
、
三
見
第
３
、
川
上
全
、

田
万
川
全
、
む
つ
み
全
、
須
佐
全
、

弥
富
全
、
旭
全
、
福
栄
全
投
票
区

は
午
後
６
時
ま
で

□
投
票
で
き
る
方

　

平
成
６
年
12
月
15
日
以
前
に
生

ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成
26
年

９
月
１
日（
転
入
届
出
日
）以
前
か

ら
萩
市
に
住
ん
で
い
る
方
。

※
平
成
26
年
９
月
２
日
以
降
に
萩

市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
萩
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
前
住
所
地
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

□
こ
ん
な
と
き
は
期
日
前

投
票
を

　

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い
人
が
前
も
っ
て
投
票

で
き
る
制
度
で
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
出
産

予
定
等
の
事
情
で
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
は
、
必
ず
期
日
前
投
票
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
で
き
る
期
間
、
時
間
、
場

所
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

大
島
、相
島
、見
島
地
区
（
前
日

繰
上
投
票
の
地
区
）の
方
の
期
日

前
投
票
は
12
月
12
日（
金
）ま
で
と

な
り
ま
す（
大
島
・
見
島
期
日
前

投
票
所
は
12
月
12
日（
金
）午
前
中

ま
で
）。

□
不
在
者
投
票

◆
入
院
中
の
場
合

　

指
定
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
病
院
長
や

管
理
者
に
申
し
出
を
す
れ
ば
、
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
萩
市
内
の
指
定
病
院
と
指
定

施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
指
定
病
院

　

市
民
病
院
、玉
木
病
院
、全
眞
会

病
院
、都
志
見
病
院
、萩
慈
生
病

院
、萩
む
ら
た
病
院
、
萩
病
院

○
指
定
施
設

　

オ
ア
シ
ス
は
ぎ
園
、福
祉
複
合
施

設
つ
ば
き
、萩
・
福
祉
複
合
施
設
か

が
や
き
、ひ
ま
わ
り
の
苑
、徳
寿
園
、

阿
北
苑
、む
つ
み
園
、す
さ
苑
、ち
は

る
え
ん
、紫
福
園
、か
わ
か
み
苑

◆
仕
事
等
で
市
外
に
滞
在
時

　

郵
便
等
で
宣
誓
書
を
添
え
、
萩

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

を
請
求
す
る
と
、
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

◆
郵
便
等
で
で
き
る
場
合

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
ち
、
一
定
要
件
に
該
当

す
る
方
、
介
護
保
険
に
お
い
て
要

介
護
５
と
認
定
さ
れ
た
方
で
、「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
を
お
持
ち
の

方
は
、
自
宅
で
投
票
用
紙
に
記
載

し
て
郵
便
等
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
等
投
票

が
で
き
る
方
で
「
ご
自
身
で
投
票

の
記
載
が
で
き
な
い
」
と
法
的
に

認
め
ら
れ
た
方
が
、
代
理
人
に
投

票
に
関
す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

証
明
書
の
交
付
申
請
を
さ
れ
る

方
や
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
方
は
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
郵
便
等
投

票
証
明
書
を
添
え
て
12
月
10
日
ま

で
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
船
員
の
場
合

　

船
員
で
選
挙
人
登
録
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
は
、
指
定
港
の
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
選
挙
人

名
簿
登
録
証
明
書
お
よ
び
船
員
手

帳
を
提
示
し
て
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
投
票
所
の
確
認
を

　

投
票
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
さ
れ
た
「
投
票
所
入
場
券
」

で
自
分
の
投
票
所
を
確
か
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
12
月
１
日

以
降
の
転
居
者
は
、
前
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

□
投
票
の
方
法

　

今
回
は
３
つ
の
選
挙
を
同
時
に

行
い
ま
す
の
で
、
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
代
理
投
票

　

投
票
は
自
分
で
書
く
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
体
の
不
自
由
な
方
や

字
が
書
け
な
い
方
は
投
票
所
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
補
助
者
が
、

あ
な
た
に
代
わ
っ
て
あ
な
た
の
支

持
す
る
候
補
者
の
氏
名
な
ど
を
書

き
ま
す
。
投
票
に
関
す
る
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
投
票
が

で
き
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

□
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
は
で

き
ま
す
が
、
投
票
所
で
の
受
付
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
入
場
券
を
忘

れ
ず
に
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
忘

れ
た
り
、
届
か
な
か
っ
た
と
き
は

投
票
所
で
再
発
行
し
ま
す
。
受
付

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

転
居
等
さ
れ
た
場
合
、
郵
便
局

へ
転
居
届
け
を
出
さ
れ
な
い
と
、

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
開
票

　

午
後
８
時
30
分
か
ら
市
民
体
育

館
で
行
い
ま
す
。

12
月
14
日
㊐
が
投
票
日
で
す
大
島
・
相
島
・
見
島
地
区
は
12
月
13
日
㊏

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査
第47回 第23回

衆
議
院
議
員
小
選
挙
区

ピンク色

候
補
者
の
氏
名
を

書
い
て
く
だ
さ
い

◆
投
票
用
紙
と
記
載
方
法

衆
議
院
議
員
比
例
代
表

うすい水色

政
党
名
を
書
い
て

く
だ
さ
い

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査白色

辞
め
さ
せ
た
い
と
思
う

裁
判
官
の
氏
名
の
上
に

×
を
書
い
て
く
だ
さ
い
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投票所名 場　所 区　域
旧萩第１ 土原保育園遊戯室 川島全区、土原全区
旧萩第２ 萩市役所玄関ロビー 橋本町、御許町、唐樋町、江向全区
旧萩第３ 萩市保健センター 河添、平安古全区
旧萩第４ 萩西中学校音楽室 堀内全区、城東全区、今魚店町、樽屋町

旧萩第５ 日の丸保育園保育室 北古萩１区、細工町、塩屋町、恵美須町、瓦町、米屋町、東田町、西田町、
津守町、上五間町

旧萩第６ 今古萩老人憩の家 下五間町、吉田町、古萩町、今古萩町、熊谷町
旧萩第７ 浜崎介護予防センター 北古萩２区、浜崎新町全区、浜崎町全区、東浜崎町全区
椿東第１ 県営住宅中津江団地集会所 目代、中津江
椿東第２ 椿東保育園遊戯室 上野、椎原、船津
椿東第３ 椿東小学校地域ふれあいセンター 中ノ倉、松本市、無田ヶ原、長山
椿東第４ 新川会館 無田ヶ原口、新川全区、香川津、鶴江全区、前小畑１区、前小畑２区の１
椿東第５ 漁村コミュニティ施設中小畑恵比須会館 前小畑２区の２・３、中小畑、後小畑
越ケ浜 越ケ浜介護予防センター 越ケ浜全区
椿 萩市民体育館ロビー 霧口、沖原、大屋、笠屋、河内、椿、濁淵、金谷、椿町、雑式町、桜江、青海

あ な た の 投 票 所

期日前投票所 場　所 期　間 時　間

萩市役所
期日前投票所 萩市役所玄関ロビー 12/3㈬〜13㈯ 8：30〜20：00

三見期日前投票所 三見出張所 12/8㈪〜13㈯ 8：30〜17：00

大井期日前投票所 大井出張所 12/8㈪〜13㈯ 8：30〜17：00

大島期日前投票所 大島公民館
12/8㈪〜11㈭ 8：30〜17：00
12/12㈮ 8：30〜12：00

見島期日前投票所 見島ふれあい交流
センター

12/8㈪〜11㈭ 8：30〜17：00
12/12㈮ 8：30〜12：00

越ケ浜期日前投票所 越ケ浜介護予防
センター 12/11㈭〜13㈯ 9：00〜17：00

川上期日前投票所 川上総合事務所 12/8㈪〜13㈯ 8：30〜19：00

田万川期日前投票所 田万川総合事務所
12/8㈪〜13㈯

8：30〜19：00

小川期日前投票所 小川小学校相談室 8：30〜17：00

むつみ期日前投票所 むつみ総合事務所
12/8㈪〜13㈯

8：30〜19：00

高俣期日前投票所 高俣支所 8：30〜17：00

須佐期日前投票所 須佐総合事務所
12/8㈪〜13㈯

8：30〜19：00

弥富期日前投票所 弥富支所 8：30〜17：00

旭期日前投票所 旭総合事務所
12/8㈪〜13㈯

8：30〜19：00

佐々並期日前投票所 佐々並支所 8：30〜19：00

福栄期日前投票所 福栄総合事務所
12/8㈪〜13㈯

8：30〜19：00

紫福期日前投票所 紫福支所 8：30〜17：00

期 日 前 投 票 の 場 所 期 間・ 等

※投票日時は12月14日（日）の午前７時から午後７時まで （大島・相島・見島地区は12月13日（土））
　木間、三見第３、川上全、田万川全、むつみ全、須佐全、弥富全、旭全、福栄全投票区は午後６時まで

※最高裁判所裁判官国民審査は12月7日（日）からです

期
日
前
投
票
の
宣
誓
書
が

ご
自
宅
で
記
入
で
き
ま
す
！

　
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
、
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
宣
誓

書
を
印
刷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
式
を
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
期
日
前
投
票
所
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
）。
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投票所名 場　所 区　域
木間 木間地域活性化センター 東木間、西木間、北木間
山田第１ 白水小学校屋内運動場 山田全区、玉江１区、玉江２区の２、玉江３区
山田第２ 山田保育園遊戯室 玉江２区の１、玉江浦全区、倉江、小原
三見第１ 三見市仁王会館 中山、市、手水川、床並、吉広
三見第２ 三見公民館講義室 畦田、石丸、河内、駅通り、蔵本、明石、浦全区
三見第３ 三見飯井公民館 飯井
大井第１ 大井公民館講義室 七重、市場、庄屋、円光寺、馬場上、馬場下、貞平、門前、本郷、羽賀、坂本
大井第２ 大井保育園遊戯室 土井、港全区、港浜全区
大井第３ 大井浦蛭子会館 浦全区、後地
大島 大島公民館講義室 大島全区
相島 相島文化センター集会室 相島、櫃島
見島第１ 見島ふれあい交流センター 本村全区
見島第２ 山口県漁協宇津支店 宇津全区
川上第１ 川上総合事務所 佐古、川上山田、長谷、三徳、共栄、遠谷、堂河内
川上第２ 川上立野集会所 立野、白上、椿瀬、川上横坂
川上第３ 旧笹尾分校 笹尾、杣木谷
川上第４ 江舟集会所 江舟、野戸呂
田万川第１ 田万川農村婦人の家 小川４区〜 11区
田万川第２ 小川小学校体育館 小川１区〜３区、小川 12区〜 14区、小川 24区、25区
田万川第３ 下小川ふれあいセンター 小川 15区〜 23区

田万川第４ 田万川保健センター 瀬尻、上組、丸山、中組、大久保、八幡、松崎、稗田、市味、湊、須佐地、江崎
平原、上本郷、下本郷、下郷、わらび台、大沢、要一、要二

田万川第５ 江崎ふるさとセンター 上本町、本町、土居、弁天、上中町、下中町、戎一、戎二、江津、尾浦

むつみ第１ 高俣支所 中郷、宮廻、辻山、高佐横坂、羽月、岸高、中央、御舟子、小国、中橋、金谷、
高佐上市、札の奥、領家、安附

むつみ第２ （旧）高佐下ふれあいセンター 下領、影畑、花見、後井、伏馬
むつみ第３ 吉部市公会堂 佐波木、朝鳥、宇立、市上、市下、岡田、江良、菅谷、毛木山

むつみ第４ むつみ総合事務所住民ホール 尾の坂、湯の口、毛木、鈴倉、野田、大光寺、吉部殿川、平ヶ重、天坪、
深谷、二反田、千石台全区

むつみ第５ 広瀬公会堂 麻生、三戸原、鍛冶屋、志和田、広瀬下、広瀬上、吉部長尾、柳、鱒谷

須佐第１ 須佐総合事務所 松原、本町上、本町中、本町下、河原丁、山根丁西、山根丁東、横屋丁、中津、
浦西、浦中、浦東、入江、水海、青葉台、まてかた、金井、押谷、中畑、前地

須佐第２ 須佐三原農事集会所 上三原、堀田、帆柱、下三原上、下三原下、北谷、野頭
須佐第３ 高山公民館 高山、沖浦
弥富第１ 弥富支所 弥富１区、弥富５区〜 13区
弥富第２ 鈴野川農林漁業者等健康増進施設 弥富２区〜４区
旭第１ 旭活性化センター 長瀬、大下、佐々並市、成川、深瀬、黒ヶ谷、久年、パークタウン
旭第２ 長高公民館 高津、長小野
旭第３ 舞谷公民館 舞谷

旭第４ 明木中学校屋内運動場 古戦場、同前、矢代、上横瀬、下横瀬、小野山、角力場、すもうば団地、
サンウッドビレッジ

旭第５ 旭マルチメディアセンター 釿切、菅蓋、牛地、見定下切、惣田、笛吹、明木上市、下市、蔵屋、原、
沖ノ原団地、中央団地

福栄第１ 福栄コミュニティセンター 生野、東宗、西宗、鎌浦、榎屋、別所、押原、仁保谷
福栄第２ 半田集会所 鶴ヶ谷、平蕨台、麦谷、半田
福栄第３ 山崎集会所 文捨、山崎、堂ヶ迫、入屋、平蕨
福栄第４ 扇町公会堂 桜、金峯、扇町、上莚野、下莚野、黒川、吉田
福栄第５ 高蕪集会所 蕪根、高坂
福栄第６ 市自治会集会所 堀越、栗原、小西見、紫福市、田中、小野田、奥畑
福栄第７ 農事組合法人ふくえ会議室 中山、永田沖、永井、畑、紫福殿川、紫福長尾、杉原、堂ヶ市
福栄第８ 京場集会所 奥畑、紫福平原、横貝、京場、壇今木、紫福山田、向山

あ な た の 投 票 所 選挙管理委員会　２５・２９１２問い合わせ
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競技種目  参加人数 スタート
ハーフマラソン 2,795人 10：00
10㎞ 548人 10：20
５㎞ 397人 10：30
２㎞ 163人 10：30
ファミリー（２㎞） 150組（300人） 10：00
　合　計 4,203人

　ハーフマラソンは萩城下町を一周するコースで、
招待選手の市橋有

あ り

里さんが参加します。また、毎年
約 1,000 人の市民ボランティアの皆さんが運営をサ
ポートします。
　なお、市内の参加者は、当日受付が混雑しますの
で、できるだけ前日に受付を済まされるようお願いし
ます。
▷前日受付 : 午後１時〜４時（萩スタジアム玄関前）

■参加者

県内からは、2,952 人が参加し、４分の１近くが山口市
からで、萩市の参加者より多くなっています。

萩ウェルネスパーク駐車場は駐車
台数が限られています。できるだ
け臨時駐車場をご利用ください。

■臨時駐車場　明倫小グラウンド、市役所駐車場、萩総合
庁舎駐車場、市民体育館駐車場、萩青果市場駐車場、JA 椿、
椿西小駐車場、萩開発生コンクリート、萩アサノコンクリー
ト、林築庭園（地図参照）
■シャトルバス発着場所　市役所、市民体育館、萩開発生
コンクリート、林築庭園前
■発車予定時刻　行き▷ 6：30〜9：00、帰り▷ 12：30〜随
時（川上方面から市内方面へは 11：00〜）

招待選手　市橋有里さん
1999年世界選手権セビリ
ア大会マラソン銀メダル

萩城下町

JR東萩駅

明倫小

262

262

萩博物館

262

車両通行止め
10：00～11：30

車両通行止め
10：00～11：30

車両通行止め
9：30～12：30

車両通行止め
10：30～12：30

山口市方面
第１車線通行止
10：00～12：30

10kmコース
折り返し

ゴール地点

5km/10km/ハーフ
スタート地点

萩市観光協会 WC
市民体育館

椿西小
萩青果、JA椿

P P
P

WC
阿武川

萩開発生
コンクリート

萩アサノ
コンクリート

林築庭園
PP

P
萩ウェルネスパーク
　•萩スタジアム
　•萩スポーツ広場

松
本
川

松下村塾

191

WC
JR東萩駅

道の駅
萩しーまーと
道の駅
萩しーまーと鶴江台

雁島橋

萩橋

WC
WC

菊ヶ浜

WC

萩城跡
（指月公園）

指月山

WC

WC

萩市役所萩総合
庁舎

PP

橋本橋

椿大橋
WC

玉江橋

橋
本
川

常盤橋

WC

JR玉江駅

中津江橋

191

ハーフコース
16km地点関門

萩中心部へは、道の駅「萩
しーまーと」からの迂回路
をご利用ください。

萩中心部へは、国道
262号（萩バイパス）
をご利用ください。

P

JR萩駅

松陰大橋

松本大橋

WC

10：00～11：30の間、まぁーる
バスは「美術館」～「たまち駐
車場」、「北の総門入口」～「萩
博物館」には停車しません

5km地点10km地点

＝コース
＝通行止め
＝迂回路

ＷＣ＝トイレ
＝給水所
＝臨時駐車場
　兼シャトルバス発着場

車両通行止め
10：00～12：30

262

5kmコース
折り返し

※2km/ファミリー スタート・ゴール

ハーフコース
9.85km地点関門

※２㎞とファミリーの部スタートは、萩スポーツ広場となります。

※コース上の交差点の中に
は、選手通過により通行が
困難な時間帯があります。

萩ウェルネスパーク スタート
ゴール会場

交 通 規 制 の お 知 ら せ

▷12月６日（土）午後３時〜４時　▷萩武道館
開会式と招待選手によるジョギング教室を開催します。

スポーツ振興課（２５・７３１１）
大会本部：当日（２４・２４１１）問い合わせ

臨時駐車場・
シャトルバスを
ご利用ください！

萩城下町マラソン
維新の里第15回

今年は 4,203 人がエントリー！日曜日

開会式・
ジョギング教室

参加料
無料

月
日



市報HAGI●2014（平成26）年12月１日号11

市区町村名 合計 男 女
山口市 730 570 160
萩市 585 442 143

宇部市 399 306 93
下関市 289 221 68

■県内市町村別参加者（上位）

競技種目  参加人数（2,795人）

ハーフ男子29歳まで 375人

男子
2,337人

　　　　　30歳代 535人
　　　　　40歳代 647人
　　　　　50歳代 518人
　　　　　60歳代 225人
　　　　　70歳以上 37人
ハーフ女子29歳まで 127人

女子
458人

　　　　　30歳代 109人
　　　　　40歳代 113人
　　　　　50歳以上 109人

■ハーフマラソンの年齢別参加者
都道府県名 合計 男 女

山口県 3,078 2,363 715
福岡県 398 296 102
広島県 361 285 76
島根県 177 143 34

■都道府県別参加者（上位）

北海道から鹿児島まで 38 都道府県から 4,203 人が参加。
約３割が近隣を中心とした県外からの参加です。

ハーフマラソンの参加者を年齢別にみると、男性で３割以
上、女性でも２割以上が、50 歳以上の方となっています。

県内からは、3,078 人が参加し、約４分の１が山口市か
らで、萩市の参加者より多くなっています。

参 加 者 の 内 訳

電気自動車用
急速充電器
利用状況と今後の利用方法

◦
観
光
客
誘
致
（
大
河
ド
ラ
マ
、
世
界
遺

産
、
明
治
維
新
１
５
０
年
）

■
利
用
状
況
（
７
カ
所
合
計
）

　

４
月
は
23
台
、
５
月
は
52
台
で
し
た

が
、
６
月
以
降
は
毎
月
１
０
０
台
以
上
と

な
り
、
10
月
は
１
６
３
台
と
利
用
者
数
が

順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。

■
市
内
で
も
充
電
器
の
普
及
が
進
む

　

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
に
も
、
急

速
充
電
器
が
12
月
に
設
置
さ
れ
る
予
定

で
、
７
つ
の
道
の
駅
す
べ
て
に
急
速
充
電

器
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
・
旅
館
（
市
内
９
カ
所
）
で
も

普
通
充
電
器
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま

す
。
観
光
客
等
は
、
途
中
で
立
ち
寄
る
道

の
駅
だ
け
で
な
く
、
宿
泊
先
で
も
充
電
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
利
用
方
法
の
変
更

　

萩
市
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
充
電
イ
ン
フ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る「
日
本
充
電
サ
ー
ビ
ス
」

に
加
盟
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
12
月
以
降
、

萩
市
が
設
置
し
た
急
速
充
電
器
で
、
各
自

動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
発
行
す
る
カ
ー
ド

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ

れ
ま
で
全
国
で
利
用
さ
れ
て
い
た
「
チ
ャ

デ
モ
カ
ー
ド
」
は
、
来
年
３
月
末
で
サ
ー

ビ
ス
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
利
用
方
法

①
チ
ャ
デ
モ
カ
ー
ド

②
都
度
課
金
（
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人
が

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
、
充

電
器
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
利
用

す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
）

※
１
回
５
０
０
円

■
12
月
以
降
の
利
用
方
法

①
各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
発
行
す
る
カ
ー

ド
（
自
動
車
購
入
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

②
自
動
車
メ
ー
カ
ー
４
社
が
出
資
す
る

「
日
本
充
電
サ
ー
ビ
ス
」が
発
行
す
る
カ
ー

ド
（
年
内
に
発
表
予
定
）

③
都
度
課
金
※
１
回
１
５
０
０
円

④
チ
ャ
デ
モ
カ
ー
ド
（
来
年
３
月
ま
で
利

用
で
き
ま
す
）

JR 須佐駅

ゆとりパークたまがわ

あさひ

萩・さんさん三見

萩往還

ハピネスふくえ

うり坊の郷 katamata

■急速充電器の設置場所

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月0

50

100

150

200
■急速充電器の利用実績（台数）

■
問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
・
企
業
誘
致
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
６
３
８
）

「チャージスルゾウくん」
各自動車メーカーや日本
充電サービスのカード
は、このマークのある充
電器で利用できます。

　

道
の
駅
の
利
便
性
の
向
上
と
環
境
に
優

し
い
ま
ち
・
萩
を
目
指
し
て
、
市
で
は
今

年
３
月
に
道
の
駅
な
ど
７
カ
所
に
電
気
自

動
車
用
の
急
速
充
電
器
を
設
置
し
ま
し

た
。

■
目
的

◦
低
炭
素
社
会
の
推
進

◦
道
の
駅
の
利
用
者
と
滞
在
時
間
の
増
加
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定
し
ま
し
た
。

【
愛
称
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
】

◎
優
秀
賞　
「
花か

ね
ん
」
坂さ

か
つ
じ辻

ユ
リ
子
さ

ん
（
長
門
市
）

○
優
良
賞　
「
は
な
エ
コ
ル
」
中
本
幸ゆ
き
お男

さ
ん
（
椿
東
）、「
は
な
ぴ
あ
」
池
松
達
雄

さ
ん
（
福
岡
県
）、「
は
な
の
塔
」
宮
田
賢

三
さ
ん
（
兵
庫
県
）

■
愛
称
決
定
の
理
由

　

優
秀
作
品
の
、大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」

が
放
送
さ
れ
る
年
に
稼
働
す
る
こ
と
に
ち

な
ん
だ「
花
燃
」＝「
花
ね
ん（
可
燃
）」と
、

優
良
作
品
に
用
い
ら
れ
て
い
る
萩
と
長
門

の
頭
文
字
「
は•

な•

」
の
ア
イ
デ
ア
を
採
用

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
清
掃
工
場
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、

ツ
ツ
ジ
、
ツ
バ
キ
等
の
多
く
の
花
木
を
植

栽
し
、
四
季
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
花
が

楽
し
め
ま
す
。「
は
な
も
ゆ
」
に
は
、「
萩 

長
門 

萌も

ゆ
る
」
の
意
味
を
当
て
は
め
、

萩
市
と
長
門
市
が
手
を
つ
な
ぎ
草
木
が
芽

吹
く
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
と
い
う
願
い

も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
清
掃
工
場
の
建
設
工
事
は
、
昨
年
６

月
に
着
工
し
、
今
年
11
月
末
の
進
捗
率
は

新
清
掃
工
場「
萩・長
門
清
掃
工
場
」の

愛
称
が「
は
な
も
ゆ
」に
決
定
!!

　

長
門
市
と
の
共
同
事
業
で
萩
市
山
田
に

建
設
し
て
い
る
新
清
掃
工
場
は
、来
年
３
月

に
竣
工
、４
月
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
名
称
が
「
萩
・
長
門
清
掃

工
場
」
に
、
愛
称
が
全
国
か
ら
の
公
募
に

よ
り
「
は
な
も
ゆ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
で
は
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、「
萩
・
長
門
清
掃

工
場　

は
な
も
ゆ
」
と
し
て
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
清
掃
工
場
が
身
近
で
親
し
み
の
あ
る

施
設
と
な
る
よ
う
、
今
年
６
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
か
ら
１
４
７
点
の
応
募
が
あ
り
、
組
合

で
選
考
し
た
結
果
、「
は
な
も
ゆ
」
に
決

95
％
と
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。工
場
棟
、

管
理
棟
、
計
量
棟
等
の
土
木
建
築
工
事
お

よ
び
プ
ラ
ン
ト
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
建

物
内
部
の
壁
・
天
井
・
床
等
の
仕
上
げ
工

事
や
、
場
内
の
周
回
道
路
等
の
外
構
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
11
月
１
日
か
ら
受
電
し
、
プ
ラ
ン

ト
、
建
築
設
備
の
各
機
器
の
動
作
確
認
・

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
供
用
開
始
ま
で
の
流
れ
（
予
定
）

◦
12
月
17
日　

火
入
れ
式

◦
12
月
22
日
〜　

試
運
転
に
よ
る
最
終
調

整
の
た
め
、
萩
市
、
長
門
市
、
阿
武
町
の

収
集
ご
み
の
受
け
入
れ
開
始

◦
12
月
26
日
〜　

ご
み
焼
却
を
開
始

◦
平
成
27
年
１
月
５
日
〜　

事
業
者
等
の

直
接
搬
入
ご
み
の
受
け
入
れ
開
始

◦
１
月
〜
２
月　

ご
み
を
焼
却
し
な
が
ら

各
機
器
の
最
終
調
整

◦
２
月
〜
３
月　

性
能
試
験
、
竣
工
検
査

◦
３
月
25
日　

竣
工
式

　

新
清
掃
工
場
の
運
転
従
事
者
の
募
集

に
、
萩
市
と
長
門
市
か
ら
72
人
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
10
月
に
行
わ
れ
た
採
用
試

験
に
よ
り
初
年
度
の
採
用
者
15
人
が
決
ま

り
、
12
月
１
日
か
ら
着
任
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
事
務
局

（
２
４
・
５
３
４
９
）

建設中の萩・長門清掃工場（11月20日現在、山田）

191

191

490
明石 IC

三見 IC

萩・長門清掃工場
「はなもゆ」

山陰道

県道三見停車場三見市線

■萩・長門清掃工場位置図

12月末から
試運転を開始

愛
称
「
は
な
も
ゆ
」

建
設
工
事
の
進
捗
状
況

運
転
従
事
者
が
決
定

山陰道「三見IC」
から1.2㎞
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来年
１月５日
から 分別収集区分を変更します

の

■「燃やせないごみ」から「燃やせるごみ」に変更となるもの（例）

【その他】靴・長ぐつ、かばん、ハンガー、カッパ（雨具）、インクリボン、
しゃもじ、ジョウロ、洗濯ばさみ、たわし、歯ブラシ、ヘアブラシ、ヘル
メット、マジック、ランドセル、笛、レコード、輪ゴム、ごみ箱、テレホ
ンカード、食器、PP バンド・ビニールひも等
※指定袋に入らないものは、今までどおり「燃やせないごみ」として、収
集券を貼るか指定袋を巻き付けて出してください（衣装ケース、クーラー
ボックス、デスクマット等）。「燃やせるごみ」として萩・長門清掃工場へ
の直接持ち込みは可能です。

　

萩
・
長
門
清
掃
工
場
が
稼
動
す
る
こ
と

に
伴
い
、
平
成
27
年
１
月
５
日
以
降
の
収

集
分
か
ら
、
左
の
例
に
あ
る
よ
う
な
ゴ
ム

製
品
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
、
革
製
品
の
分
別
収
集
区
分
を
「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
か
ら
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

に
変
更
し
ま
す
。

※
見
島
地
区
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

萩
清
掃
工
場
は
12
月
末
ま
で

来
年
１
月
か
ら
は
萩
・
長
門
清
掃
工
場
へ

　

現
在
稼
働
中
の
萩
清
掃
工
場
（
椿
東
）

は
、
12
月
30
日
で
燃
や
せ
る
ご
み
の
受
け

入
れ
を
終
了
し
ま
す
。
来
年
１
月
５
日
以

ごみ識別マーク

ごみの区分
ごみ処理手数料

３月まで
（50㎏ごと）

４月から
（10㎏ごと）

家庭から出るごみ

510 円

100 円

事業所から出るごみ 170 円

産業廃棄物に該当するもの 220 円

■萩・長門清掃工場のごみ処理手数料

※指定ごみ袋で持ち込む場合、平成 27 年３月までは無料です
が、４月以降は手数料がかかります。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」の
収
集
区
分
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん

注意！

スポンジ フィルム 手袋
（ビニール、ゴム、革）

ストロー

グローブ ビデオテープ 保存容器 歯ブラシコップ（プラ製）

洗面器
バケツ

※金属製のものを除く。

燃
や
せ
る
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み

◎「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」と
は

　

商
品
が
入
っ
て
い
る
「
容
器
」
や
、

商
品
の
「
包
装
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
の
こ
と

で
、
中
身
を
出
し
た
り
、
食
べ
た
り
、

使
い
切
っ
た
り
す
る
と
不
要
と
な
る

「
容
器
」や「
包
装
」な
ど
で
す
。
上
記
ご

み
識
別
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。

降
は
、
山
田
地
区
（
小
原
）
に
建
設
し
て

い
る
、
萩
・
長
門
清
掃
工
場
で
受
け
入
れ

ま
す
。

◎
ご
み
処
理
手
数
料
を
４
月
か
ら
変
更

　

ご
み
を
直
接
持
ち
込
む
際
の
ご
み
処
理

手
数
料
は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
３
月
ま

で
は
、
現
在
の
料
金
の
ま
ま
で
す
が
、
４

月
以
降
は
新
料
金
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
ご
み
袋
で
持
ち
込
ん
だ
場

合
、
３
月
ま
で
は
無
料
で
す
が
、
４
月
以

降
は
有
料
と
な
り
ま
す
。
ご
み
の
重
さ
に

よ
り
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

分
別
変
更
に
伴
い
各
地
区
（
町
内
会
、

自
治
会
単
位
程
度
）
で
説
明
会
等
を
希
望

さ
れ
る
場
合
や
、
変
更
に
関
し
て
ご
不
明

な
点
が
あ
る
場
合
は
、
環
境
衛
生
課
ま
た

は
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）、
各
総

合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

　

現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

と
し
て
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い

る
ご
み
に
つ
い
て
は
、
出
し
方
に
変
更

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」

で
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
今
ま
で

ど
お
り
必
ず
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ

い
。

各
地
区
等
で
の
説
明
会
の
希
望
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

燃 や せ る ご み
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１
歳
未
満
の
乳
児
を
保
育
。

▽
実
施
保
育
園　

市
内
全
園

　

集
団
保
育
が
で
き
る
程
度
の
障

が
い
の
あ
る
児
童
を
保
育
。

▽
実
施
保
育
園　

市
内
全
園

　

保
育
時
間
を
延
長
し
て
保
育
。

▽
実
施
保
育
園
・
延
長
時
間

◦
日
の
丸
保
育
園　

午
前
７
時
〜

午
後
８
時
（
２
時
間
延
長
）

◦
土
原
・
住
の
江
・
春
日
保
育
園

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
（
１
時

間
延
長
）

◦
大
井
保
育
園　

午
前
７
時
30
分

〜
午
後
７
時
（
30
分
延
長
）

・
椿
東
保
育
園　

午
前
７
時
〜
午

後
６
時
30
分
（
30
分
延
長
予
定
）

新入園児

乳
児
保
育

■
募
集
対
象
児
童　

０
歳
か
ら
小

学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童
で
、
そ

の
家
庭
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合
、

保
育
の
必
要
量
に
応
じ
て
「
利
用

区
分
」
が
分
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
保
育
料
を
滞
納
し
て
い
る
場

合
や
同
居
の
親
族
が
保
育
で
き
る

場
合
等
は
、
利
用
の
優
先
度
を
調

整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
利
用
区
分
は
、
保
育
標
準
時
間

（
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30

分
）
と
保
育
短
時
間
（
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分
）
に
分
け

ら
れ
、
保
育
料
も
異
な
り
ま
す
。

▽
就
労（
月
48
時
間
以
上
）、
▽
妊

娠
・
出
産
（
出
産
の
前
後
２
カ
月

間
）、▽
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い
、

▽
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
し
て

い
る
親
族
の
介
護
・
看
護
、
▽
災

害
復
旧
、
▽
求
職
活
動
（
年
度
内

で
通
算
90
日
以
内
）、▽
就
学
（
職

業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓
練

を
含
む
）、
▽
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
▽
育
児
休
業

取
得
時
に
、
既
に
保
育
を
利
用
し

て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用

が
必
要
で
あ
る
こ
と

■
開
所
時
間　

左
表
の
と
お
り

■
保
育
期
間　

月
〜
土
曜
日
（
祝

日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
休

み
）

■
給
食　

昼
食
、
お
や
つ
（
乳
児

に
は
離
乳
食
と
ミ
ル
ク
）

■
保
育
料　

世
帯
の
市
民
税
額
に

よ
り
決
定（
平
成
26
年
度
ま
で
は

所
得
税
額
で
決
定
）。金
額
は
国
等

の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
中
で
す
。

※
施
設
ご
と
に
実
費
等
を
ご
負
担

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
間　

12
月
１
日
〜
24
日

■
申
請
方
法　

第
１
希
望
の
保
育

園
等
、
市
役
所
市
民
総
合
窓
口
子

育
て
支
援
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
・

出
張
所
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
備
え
付
け
の
「
支
給
認
定

申
請
書
」
に
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出

※
萩
市
に
住
所
が
あ
り
市
外
の
保

育
園
等
を
希
望
す
る
方
、
年
度
途

中
か
ら
入
園
を
希
望
す
る
方
も
併

せ
て
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
定

員
に
空
き
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
必
要
書
類

◦
保
護
者
の
就
労
証
明
書
（
65
歳

未
満
の
祖
父
母
等
と
同
居
の
方

は
、
祖
父
母
等
の
証
明
も
必
要
）

◦
母
親
が
妊
娠
・
出
産
の
場
合
は
、

母
子
手
帳
の
写
し

◦
保
護
者
が
長
期
の
疾
病
等
の
場

合
ま
た
は
親
族
等
の
介
護
を
す
る

場
合
は
、
医
師
の
診
断
書
ま
た
は

障
害
者
手
帳
の
写
し

※
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
の
転

入
者
は
、
平
成
26
年
度
市
町
村
民

税
課
税
証
明
書
を
前
住
所
地
の
市

区
町
村
で
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
そ
の
他

◦
申
請
の
内
容
が
事
実
と
異
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
入
園
決
定
を
取

り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
申
請
児
童
の
兄
弟
姉
妹
に
滞
納

の
保
育
料
が
あ
る
方
は
、
必
ず
支

払
い
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
料　

保
育
短
時
間
の
方
が

利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
別
途
料

金
が
か
か
り
ま
す
。

　

市
内
の
保
育
園
等
に
通
園
中
の

児
童
で
、
日
曜
日
、
祝
日
に
保
護

者
が
仕
事
な
ど
で
家
庭
で
の
保
育

が
で
き
な
い
児
童
を
保
育
。

▽
実
施
保
育
園　

住
の
江
保
育
園

▽
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
利
用
料（
給
食
代
込
）　

４
時
間

以
内
１
０
０
０
円
、
１
日
１
８
０

０
円

　

保
育
園
等
に
入
園
し
て
い
な
い

児
童
で
、
保
護
者
が
病
気
や
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
理
由
で
一
時
的
に
家

庭
で
の
保
育
が
で
き
な
く
な
っ
た

児
童
を
保
育
。

▽
実
施
保
育
園　

椿
東
・
山
田
・

川
上
・
田
万
川
・
田
万
川
小
川
分

園
・
む
つ
み
・
須
佐
・
あ
さ
ひ
・
あ

さ
ひ
佐
々
並
分
園
・
福
川
・
紫
福
・

日
の
丸
・
大
島
保
育
園

▽
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
利
用
料（
給
食
代
込
）４
時
間
以

内
１
０
０
０
円
、１
日
１
８
０
０
円

保育園
募集

平成 年度

各種保育
サービス

子育て支援課（２５・３５３６）
各総合事務所市民窓口部門問い合わせ

市では、各種保育サービスを
実施しています。

市内の各保育園では、平成 27 年度の新入園児を
次のとおり募集します。なお、新制度開始に伴い、
今年度までとは若干変更点があります。

障
が
い
児
保
育

延
長
保
育

休
日
保
育

一
時
預
か
り

24
時
間
保
育
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申 込 期 間 12月１日月〜24日水
施 設 名 開 所 時 間 所在地 電 話 番 号

保育サービス
延長 一時

乳児保育
　全園

障がい児保育
　全園

休日保育
▷実施保育園
　住の江保育園

24時間保育
▷実施保育園
　日の丸保育園

※休日保育、24時
間保育の利用は、
市内の保育園等に
通園中の児童対象

公
立
保
育
園

土　原 午前7時～午後7時 土原 25・2517 ○

椿　東 午前7時～午後6時30分
（予定） 無田ヶ原口 22・0147 ○ ○

越ケ浜

午前7時30分
～

午後6時30分
（予定）

越ヶ浜 25・0249
椿 椿 25・2270

三　見 三見浦 27・0036
山　田 玉江 22・1256 ○
川　上 川上 54・2022 ○
田万川

田万川小川分園
江崎
小川

08387・2・0055
08387・4・0341

○
○

むつみ 吉部 08388・6・5400 ○
須　佐 須佐 08387・6・2120 ○
あさひ

あさひ佐々並分園
明木

佐々並
55・0755
56・0844

○
○

福　川 福井 52・0115 ○
紫　福 紫福 53・0019 ○

私
立
保
育
園

日の丸 午前7時～午後8時 恵美須町 25・2143 ○ ○
住の江 午前7時～午後7時 浜崎 24・3060 ○

大　島  午前7時30分
～午後6時30分（予定） 大島登 28・0691 ○

大　井 午前7時30分～午後7時 大井馬場 28・0498 ○
春　日 午前7時～午後7時 堀内 25・2470 ○

認定
こども園

萩こども園
（萩幼稚園内） 午前7時30分

～
午後6時30分

（予定）

西田町 22・0775
萩光塩学院幼稚園

（萩光塩学院幼稚園内）
（予定）

東田町 22・0782

事業所内
保育園

くすのき保育園
（予定）

 午前7時30分
～午後6時30分（予定） 江向 22・2345

　

市
内
の
保
育
園
等
に
通
園
中

で
、
概
ね
１
歳
以
上
の
児
童
ま
た

は
小
学
校
１
〜
３
年
生
の
児
童

で
、
保
護
者
が
夜
間
お
よ
び
深
夜

勤
務
に
従
事
す
る
た
め
保
育
で
き

な
い
児
童
を
保
育
。

▽
実
施
保
育
園　

日
の
丸
保
育
園

▽
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日　

午
後

６
時
〜
翌
朝
９
時
30
分

▽
利
用
料（
１
回
）　

午
後
10
時
ま

で
８
０
０
円
、
午
前
０
時
ま
で
１

２
０
０
円
、
翌
日
午
前
３
時
ま
で

１
５
０
０
円
、
翌
日
午
前
９
時
30

分
ま
で
２
０
０
０
円
（
寝
具
・
食

事
等
は
持
参
）

  

市
内
の
保
育
園
等
に
通
園
中
の

児
童
ま
た
は
小
学
校
１
〜
３
年
生

の
児
童
が
、
病
気
や
け
が
の
た
め

集
団
保
育
が
困
難
な
期
間
、
一
時

的
に
預
か
り
ま
す
。

▽
実
施
場
所　

◦
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
楽
々
園
（
山
田
、楽
々
園
内
、

２
４
・
４
８
２
０
）

◦
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
す
さ（
弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー

内
、０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１
１
）

▽
利
用
料（
給
食
代
込
）　

１
日
２

０
０
０
円

※
所
得
税
非
課
税
世
帯
は
半
額
減

免
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は

所
得
税
非
課
税
世
帯
で
ひ
と
り
親

家
庭
等
は
全
額
減
免

　

育
児
の
援
助
を
提
供
す
る
援
助

会
員
と
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い

依
頼
会
員
が
、
地
域
で
育
児
を
助

け
合
う
相
互
援
助
の
会
員
組
織
で

す
。
援
助
会
員
と
依
頼
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
主
な
援
助
内
容　

保
育
園
等
ま

で
の
送
迎
、
保
育
園
等
の
開
始
前

や
終
了
後
、
学
童
保
育
終
了
後
や

学
校
の
放
課
後
の
預
か
り

▽
利
用
料（
１
時
間
）　

平
日
午
前

７
時
〜
午
後
７
時
は
６
０
０
円
、

平
日
早
朝
・
夜
間
・
土
・
日
曜
日
・

祝
日
は
７
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ　

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
萩
市

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内
、
２
４
・

０
５
３
０
）

※
休
日
保
育
、
24
時
間
保
育
、
こ

ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
年
度
ご

と
に
登
録
が
必
要
で
す
。

※
休
日
保
育
、
一
時
預
か
り
、
24

時
間
保
育
の
利
用
時
間
、
利
用
料

に
つ
い
て
は
予
定
で
す
。

こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

※現在の椿東保育園と新川保育園の統廃合により、平成 27 年度から新しい椿東保育園（無田ヶ原口）を開園します。
※くすのき保育園につきましては、０〜２歳児のみ対象となります。
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平
成
26
年
分
保
険
料
納
付

額
証
明
書
の
発
行

　

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
な
保
険

料
の
納
付
額
証
明
書
に
つ
い
て
、

普
通
徴
収
分
と
非
課
税
年
金
（
障

害
年
金
等
）
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
特
別
徴
収
分
の
納
付
額
証
明

書
（
国
保
・
介
護
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
）
を
平
成
27
年

１
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
た
だ

し
、
年
末
調
整
で
事
前
に
必
要
な

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
課
税
年
金
（
老
齢
年
金
等
）
か

ら
天
引
き
さ
れ
た
特
別
徴
収
分

は
、
１
月
中
に
年
金
保
険
者
（
日

本
年
金
機
構
等
）
が
送
付
す
る
源

泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
１
日
〜
31
日
で
、
43
件
、

65
万
円
の
寄
付
の
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

【
５
万
円
】
横
山
博ひ
ろ
し（

京
都
府
）、

三み
た
き瀧

恒つ
ね
お雄

（
広
島
県
）

【
３
万
円
】
矢
野
宏こ
う
じ治
、
矢
野

美み

ゆ

き
友
紀
（
以
上
東
京
都
）

【
２
万
円
】田
中
一か
ず
ひ
さ
久（
神
奈
川
県
）

【
１
万
円
】
大
澤
啓け
い
こ子

（
北
海
道
）、

東ひ
が
し
の野

幸ゆ
き
お雄

（
茨
城
県
）、
冨

と
み
な
が永

康や
す

雄お

、
横
田
豊ゆ
た
か（
千
葉
県
）、
増
田

稔み
の
る、
村
田
憲け
ん
じ司
（
埼
玉
県
）、
遠

藤
浩ひ
ろ
し士
（
神
奈
川
県
）、
竹
た
け
し
げ重
文ふ
み

ふ
る
さ
と
寄
付

寄
付

•
長
井
忠た
だ
しさ
ん
（
東
京
都
）
か
ら

長な
が
い井

雅う

た楽
辞
世
の
書
ほ
か
５
点

•
山
田
み
の
る
さ
ん（
椿
東
）
か

ら
絵
画

•
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
田
村

充み
つ
ま
さ正
会
長
）か
ら
、桜
の
苗
木
20
本

•
白
神
惠け
い
こ子

さ
ん（
平
安
古
町
）

か
ら
、
現
金
20
万
円

雄お

（
大
阪
府
）、藤
本
守ま
も
る（
兵
庫
県
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
14
件
）。

（
平
成
26
年
度
累
計
２
７
３
件
、

５
２
１
万
２
０
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年

金
等
と
の
併
給
制
限
の
見

直
し

　

こ
れ
ま
で
、
児
童
扶
養
手
当
と

公
的
年
金
等
の
併
給
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
児
童
扶
養
手
当
法

の
改
正
に
よ
り
、12
月
１
日
以
降
、

公
的
年
金
等
の
額
が
児
童
扶
養
手

当
の
額
よ
り
も
低
い
場
合
は
、
そ

の
差
額
分
が
支
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
公
的
年
金
等
を
受
給
中

の
方
が
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
に
手
続
き
を
行
い
支
給
要
件
に

該
当
し
た
場
合
は
、
12
月
分
か
ら

受
給
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
必
要
書
類
等　

印
鑑
、
通
帳
、

公
的
年
金
証
書（
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
年
金
、
老
齢
年
金
等
）

■
請
求
場
所　

市
役
所
本
庁
市
民

総
合
窓
口
、
各
総
合
事
務
所
市
民

窓
口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課（
２
５
・
３
２
５
９
）

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

12
月
３
日
〜
９
日
は
、「
障
害

者
週
間
」
で
す
。
最
近
、
障
が
い

者
用
駐
車
場
に
健
常
者
が
駐
車
し

て
い
る
例
や
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
付

近
に
自
転
車
や
自
動
車
を
停
め
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深

め
、
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

「
や
ま
ぐ
ち
障
害
者
等
専
用
駐
車

場
」
利
用
証
制
度

　

身
体
障
が
い
者
等
で
乗
降
困
難

な
方
が
身
障
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

利
用
の
た
め
、
車
に
提
示
す
る
利

用
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
を
設
置
し
て
い

た
だ
け
る
協
力
事
業
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

障
が
い
者
、高
齢
者
、

難
病
等
の
方
、
車
椅
子
等
を
使
用

し
て
い
る
け
が
人
、
妊
産
婦
（
妊

娠
７
カ
月
〜
生
後
12
カ
月
）
な
ど

で
、
車
の
乗
降
が
困
難
な
方

視
覚
障
が
い
者
用
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

　

視
覚
障
が
い
者
の
移
動
の
目
印

と
し
て
歩
道
等
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
や
周

辺
に
障
害
物
が
あ
る
と
、
大
変
危

険
で
す
。
安
全
の
た
め
に
も
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
が
い
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）

年
末
の
し
尿
く
み
取
り

　

12
月
の
し
尿
く
み
取
り
は
、申

込
締
切
日
を
確
認
し
、各
地
域
の

決
め
ら
れ
た
業
者
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

締
切
日
以
降
に
申
し
込
ん
だ
場

合
、
年
末
に
し
尿
の
く
み
取
り
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

12
月
15
日（
月
）

■
最
終
く
み
取
り
日　

12
月
29
日

（
月
）

■
年
始
開
始
日　

平
成
27
年
１
月

５
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
１
４
６
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
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日 開 議 日　程

  3日（水）10：00 会期の決定、諸報告、議案上程

  4日（木）10：00 議案質疑、委員会付託

 8日（月）〜
10日（水）10：00 一般質問

11日（木）10：00 各特別委員会

12日（金）
15日（月）10：00 各常任委員会

18日（木）14：00 委員長報告・質疑・討論・表決

■とき　12月３日（水）〜18日（木）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

12月定例会
萩 市 議 会

◆一般質問の放送日程
• 萩ケーブルネットワーク（122ch）で生中継、
12 月 11 日から土・日曜日を除き録画放送（一
部変更となる場合があります）。
• エフエム萩（77.5MHz）で生中継。

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た

ら
ご
協
力
を

　
「
検
察
審
査
会
」
は
、
交
通
事

故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

が
、
検
察
官
が
事
件
を
裁
判
に
か

け
な
い
（
不
起
訴
処
分
）
場
合
に
、

検
察
官
の
処
分
が
正
し
か
っ
た
か

を
審
査
す
る
機
関
で
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
方
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
審
査

を
し
ま
す
。

　

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に

は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
検
察
審
査
会
事
務
局

（
２
２
・
０
０
４
７
）

里
親
募
集
説
明
会

　
「
里
親
に
な
り
た
い
」な
ど
、里

親
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
し

た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
17
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
総
合
庁
舎　

※
申
し
込
み
不
要
。

■
内
容　

里
親
制
度
の
説
明
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
児
童
相
談
所（
２
２
・
１
１
５
０
）

赤
十
字
パ
ネ
ル
展

　

赤
十
字
の
事
業
を
よ
り
深
く
知

り
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
２
日
（
火
）
〜
12

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
ロ
ビ
ー

■
内
容　

赤
十
字
の
歴
史
や
、
東

日
本
大
震
災
の
救
護
活
動
等
の
事

業
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

■
主
催　

日
本
赤
十
字
社
萩
・
阿

武
地
区

問
い
合
わ
せ　

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

　
「
高
額
療
養
費
制
度
」
と
は
、

医
療
機
関
等
で
支
払
っ
た
医
療
費

が
１
カ
月
間
で
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

金
額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

今
回
の
改
正
で
、70
歳
未
満
の

方
の
限
度
額
が
細
分
化
さ
れ
ま
す

（
左
表
）。

※
70
歳
以
上
の
方
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

　

現
在
交
付
し
て
い
る
70
歳
未
満

の
方
の
認
定
証
は
、有
効
期
間
が

平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。自
己
負
担
限
度
額
の

変
更
に
伴
い
、
新
し
い
認
定
証
を

12
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

※
申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
給
付
係

（
２
５
・
３
１
４
７
）

平
成
27
年
１
月
か
ら
、高
額
療
養
費
制
度
の

自
己
負
担
限
度
額
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方
へ

所得区分 3回目まで 4回目以降（※2）
上位所得者

（※1）
150,000円+

（医療費−500,000円）×1％ 83,400円

一般 80,100円+
（医療費−267,000円）×1％ 44,400円

住民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

所得区分 3回目まで 4回目以降

上位
所得者

所得901万円超 252,600円+（医療費
−842,000円）×1％ 140,100円

所得600万円超
901万円以下

167,400円+（医療費
−558,000円）×1％ 93,000円

一般
所得210万円超
600万円以下

80,100円+（医療費−
267,000円）×1％ 44,400円

所得210万円以下 57,600円 44,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

→■平成 27 年 1 月以降

【70 歳未満の方の自己負担限度額】

※ 1 「所得」は、基礎控除後の「総所得金額等」にあたり、上
位所得者とは、国民健康保険料の算定の基礎となる基礎控除後
の総所得金額等が 600 万円を超える世帯
※ 2 過去 12 カ月で同一世帯での支給が 4 回以上あった場合

■
自
己
負
担
限
度
額
の
見
直
し

■
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
交
付

■ 12 月末まで
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萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

海
を
拓
い
た
萩
の
人
々
〜
日
本
漁
業
近
代
化
の
先
駆
け
〜

　

日
本
漁
業
の
近
代
化
に
お
い

て
、
ト
ロ
ー
ル
漁
と
捕
鯨
は
重
要

な
位
置
を
占
め
ま
し
た
が
、
そ
の

牽
引
者
は
い
ず
れ
も
萩
・
阿
武
地

域
の
出
身
者
（
田
村
市い
ち
ろ
う

郎
、
国く

に
し司

浩こ
う
す
け助
、
岡
十じ
ゅ
う
ろ
う
郎
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
期
に
推
進
さ
れ
た

韓か
ん
か
い海
（
朝
鮮
半
島
近
海
）
へ
の
出

漁
操
業
に
お
い
て
も
、萩
地
域（
鶴

江
浦
、
玉
江
浦
）
は
漁
業
先
進
地

と
し
て
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
壱
岐
・
対
馬
・
台
湾

や
東
シ
ナ
海
な
ど
の
漁
場
開
拓
で

も
、
萩
地
域
（
三
見
浦
、
玉
江
浦
、

越
ケ
浜
）
の
漁
業
者
は
、
先
駆
け

的
な
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
目
を
終
え
た
塩
田
に

12
月
６
日（
土
）〜
平
成
27
年
４
月
５
日（
日
）

「
萩
に
ゃ
ん
。」・「
文
に
ゃ

ん
」・「
文
さ
ん
」
デ
ザ
イ

ン
使
用
・
商
品
化
の
取
り

扱
い
を
開
始

　

市
で
は
、
平
成
27
年
１
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
大
河
ド
ラ
マ
館
の

Ｐ
Ｒ
等
を
目
的
に
誕
生
し
た
「
文

に
ゃ
ん
」、「
文
さ
ん
」、
萩
市
観

光
課
長
代
理
「
萩
に
ゃ
ん
。」
の

商
品
化
に
伴
う
デ
ザ
イ
ン
の
使
用

許
可
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

観
光
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
、
積
極
的
な
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
使
用
料　

無
料

■
申
請
方
法　

観
光
課
備
え
付
け

の
申
請
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
提
出

申
し
込
み

①
＝
〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
０
７
１
６
）

②
、
③
＝
〒
７
５
８
‐
８
５
５
５

萩
市
大
河
ド
ラ
マ
推
進
室
内 

萩

市
大
河
ド
ラ
マ
推
進
協
議
会
事
務

局
（
２
５
・
３
１
３
９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
・
０
７
１
６
）

絵
本
か
ら
生
ま
れ
た
お
菓

子
を
作
ろ
う

■
と
き　

12
月
14
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
内
容
「
ヘ
ン
デ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル
」
の
お
菓
子
の
家

■
講
師　

松ま
つ
だ田

智と
も
こ子

（
中
央
公
民

館
パ
ン
教
室
講
師
）、
パ
ン
教
室

の
受
講
生
、
萩
図
書
館
職
員

■
定
員　

20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

お
い
て
初
め
て
ク
ル
マ
エ
ビ
の
養

殖
に
成
功
し
た
の
も
萩
地
域
出
身

者
（
藤
ふ
じ
な
が永

元も
と
さ
く

作
）
で
し
た
。

　

こ
の
特
別
展
で
は
、
萩
・
阿
武

地
域
の
人
々
が
広
く
海
を
開
拓
す

る
こ
と
に
か
か
わ
り
、
日
本
の
漁

業
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ

と
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
、
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
地
域
資
源
と

し
て
の
海
洋
へ
の
興
味
を
喚
起
し

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
が
海

に
恵
ま
れ
た
地
で
あ
る
こ
と
を
内

外
に
発
信
し
ま
す
。

兄
松
陰
と
妹
文ふ
み

〜
杉
家
の
家
族
愛

　

吉
田
松
陰
や
杉
文
の
家
族
宛
て

の
手
紙
な
ど
、
杉
家
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
貴
重
な
実
物
資
料
を
、
平
成

28
年
９
月
４
日
ま
で
展
示
し
て
い

ま
す
。

特
設
展
示
室

特
別
展

■
参
加
料　

５
０
０
円（
材
料
費
）

主
催
・
申
し
込
み

12
月
13
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

看
護
師
等
の
再
就
職
の
た

め
の
研
修

　

職
場
復
帰
を
目
指
し
、
技
術
を

再
確
認
し
た
い
看
護
職
の
方
が
対

象
の
研
修
で
す
。

■
と
き　

平
成
27
年
１
月
13
日

（
火
）
〜
３
月
13
日
（
金
）
の
５

日
程
度

■
と
こ
ろ　

市
民
病
院
、
都
志
見

病
院
な
ど
県
内
23
の
協
力
病
院

■
対
象
者　

看
護
師
、
准
看
護
師

等
の
資
格
を
持
つ
未
就
業
の
方

■
受
講
料　

無
料

■
実
施
機
関　

山
口
県
看
護
協
会

申
し
込
み

12
月
20
日
ま
で
に
、
山
口
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
（
０
８
３
５
・
２
４
・

５
７
９
１
）
へ

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大

同
時
開
催

②文にゃん ③文さん①萩にゃん。
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納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
期
限　

１
月
５
日
（
月
）

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◦
固
定
資
産
税

◦
国
民
健
康
保
険
料

◦
介
護
保
険
料

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

12
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ

　

地域 氏　名 電話番号

萩

弘長純
よしただ

忠（江向） 22・6033

村田明
あ け み

美（堀内） 22・8941

竹田修
の ぶ こ

子（椿東） 25・2969

久保田滿
ま ち こ

知子（椿） 25・3257

松原邦
くにひろ

浩（大井） 28・0331

村上徹
てつざん

山（大島） 28・0591

川上
神本泰

や す こ

子（川上） 54・2535

森　靖
やすひろ

弘（川上） 54・2624

田万川
福本房

ふ さ お

夫（上田万）
08387・

2・0675

吉田美
み な え

苗（上小川西分）
08387・

4・0368

むつみ
松田由

ゆ み こ

美子（吉部下）
08388・

6・0153

佐々木仁
じんすけ

資（高佐下）
08388・

8・0006

須佐
仁保優

ゆ う こ

子（須佐）
08387・

6・3214

山本昌
ま さ お

男（弥富）
08387・

8・2056

旭
守永辰

よ し お

夫（明木） 55・0514

中村美
み ち こ

智子（佐々並） 56・0318

福栄
久光宗

むねひろ

博（福井下） 52・0298

藤本　尚
ひさし

（紫福） 53・0757

■各地域の人権擁護委員

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し

ま
す
。

■
出
願
締
切　

第
１
回
＝
２
月
28

日
、
第
２
回
＝
３
月
20
日

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

（
山
口
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

　
（
０
８
３
・
９
２
８
・
２
５
０
１
）

人
権
相
談
所

　

12
月
４
日
〜
10
日
の
人
権
週
間

に
合
わ
せ
て
、
人
権
相
談
所
が
次

の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
特
設
人
権
相
談
所

　

12
月
２
日
（
火
）
午
後
１
時
〜

３
時
、
▽
む
つ
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

◯
常
設
人
権
相
談
所

　

月
〜
金
曜
日
（
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）
▽
山
口
地
方

法
務
局
萩
支
局（
萩
合
同
庁
舎
内
）

で
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員

が
交
代
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

（
２
２
・
０
４
７
８
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

12
月
９
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

境
界
線
問
題
、い
じ
め
、

体
罰
の
問
題
、
家
庭
内
・
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
国
・
県
・
市
へ
の

要
望
、
苦
情
、
遺
言
、
離
婚
等

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

12
月
12
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
司
法
書
士　

吉
武
要よ
う
い
ち一

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
と
き　

12
月
24
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

長
な
が
た
に谷
義よ
し
あ
き明

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
12
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

結
婚
相
談
所

　

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
専
門
相
談

員
が
独
身
男
女
の
相
談
を
受
け
、

登
録
さ
れ
た
方
同
士
を
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
２
日（
火
）、
５
日

（
金
）、
６
日（
土
）、
９
日（
火
）、

12
日（
金
）、
16
日（
火
）、
19
日

（
金
）、
20
日（
土
）、
26
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
別
館

２
階

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
独
身
男
女

※
事
前
に
電
話
で
相
談
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）



市報HAGI●2014（平成26）年12月１日号 20

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

鈴
木
治
（
１
９
２
６
〜
２
０
０

１
）
は
、
戦
後
の
日
本
陶
芸
界
を

牽
引
し
た
陶
芸
家
で
す
。

　

鈴
木
の
作
品
は
、
馬
や
鳥
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
や
、
風
や
雲

な
ど
自
然
現
象
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
穏
や
か
な
「
か
た
ち
」
が
鋭
い

造
形
感
覚
で
力
強
く
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

　
　

12
月
23
日（
火
・
祝
）ま
で

泥で
い
し
ょ
う象  

鈴
木
治お

さ
む

の
世
界

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、
18

歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日

ー︿
使
う
陶
﹀か
ら︿
観
る
陶
﹀、そ
し
て︿
詠
む
陶
﹀へ
ー

「花の馬」（1980 年）

萩
市
駅
伝
競
走
大
会

■
と
き　

平
成
27
年
１
月
18
日

（
日
）
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
前
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

■
部
門　

▽
Ａ
部
門　

監
督
１

人
、
選
手
５
人
、
補
欠
２
人
（
計

８
人
）
▽
Ｂ
部
門　

監
督
１
人
、

選
手
７
人
、補
欠
３
人
（
計
11
人
）

■
参
加
料　

1
チ
ー
ム
２
０
０
０

円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

■
申
込
方
法　

12
月
19
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
参
加
料
を

添
え
て
提
出

■
主
催　

萩
市
駅
伝
競
走
大
会
実

行
委
員
会

申
し
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅

伝
競
走
大
会

■
と
き　

平
成
27
年
１
月
25
日

（
日
）
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

　

自
由
に
表
現
さ
れ
た
手
作
り
の

年
賀
状
を
募
集
し
、
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ

ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
募
集
作
品

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
門　

イ
ラ
ス

ト
、
新
年
の
抱
負
、
画
像
、
書
な

ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
（
ハ
ガ

キ
サ
イ
ズ
の
平
面
作
品
）

▽
ぬ
り
え
部
門　

イ
ベ
ン
ト
ち
ら

し
の
「
ひ
つ
じ
ぬ
り
え
」
を
使
用

し
た
作
品

■
応
募
特
典　

抽
選
で
10
人
に
作

品
を
印
刷
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手

シ
ー
ト（
52
円
×
20
枚
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
応
募
方
法　

12
月
26
日
必
着
。

作
品
の
裏
面
（
ハ
ガ
キ
の
場
合
は

表
面
）
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
持
参

■
作
品
展
示　

平
成
27
年
１
月
２

日（
金
）〜
25
日（
日
）
▽
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
（
無
料
）

■
申
し
込
み　

〒
７
５
８
‐
０
０

７
４　

萩
市
平
安
古
町
５
８
６
‐

１
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

「
２
０
１
５
ア
ー
ト
年
賀
状
係
」

２
０
１
５ 

ア
ー
ト
年
賀
状
募
集

■
チ
ー
ム
編
成　

監
督
1
人
、
選

手
６
人
、
補
欠
３
人
以
内

■
参
加
資
格　

平
成
26
年
度
萩
市

ま
た
は
阿
武
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

登
録
団
体

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

12
月
19
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
提
出

■
主
催　

萩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
、
萩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
者
連
絡
協
議
会

申
し
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　

 　
（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ

ン
ジ
ー
ズ 

ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト

■
と
き　

12
月
13
日
（
土
）
午
後

４
時
〜
６
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
セ

レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、ク
リ
ス
マ
ス
・

デ
ィ
ス
コ
・
キ
ャ
ロ
ル
、
妖
怪
体

操
第
一
、観
客
参
加
ス
テ
ー
ジ（
曲

当
て
ク
イ
ズ
、
指
揮
者
に
挑
戦
、

演
奏
に
参
加
）
な
ど

■
入
場
料　

一
般
５
０
０
円
、
中

学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
ー

ズ（
０
９
０
・
８
７
１
５
・
２
０
５

７
）
冨
田

押
花
絵
展
「
花は
な
ゆ
う遊
」

　

萩
の
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
押

し
花
絵
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
13
日
（
土
）
〜
平

成
27
年
1
月
18
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

伊
藤
博
文
別
邸
（
椿

東
）主

催
・
問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

杉す
ぎ
た
に谷
昭し
ょ
う
こ子
と
夢
の
共
演

　

日
本
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

杉
谷
昭
子
と
共
演
で
き
る
参
加
型

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
と
き　

12
月
23
日
（
火
・
祝
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容
【
第
１
部
】
子
ど
も
た
ち

と
の
夢
の
共
演
、【
第
２
部
】
杉

谷
昭
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
〜
子

ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
名

曲
集
〜



市報HAGI●2014（平成26）年12月１日号21

■
入
場
料　

１
５
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

マ
シ
ヤ
マ

印
刷
、萩
楽
器
店

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ま
ち
の
音
楽
劇
場（
０
９
０
・
５
８

５
４
・
５
１
１
５
）
山
田

生
け
花
展
・
生
け
花
教
室

　

渡
辺
蒿こ

う
ぞ
う蔵

旧
宅
（
江
向
、入
場

無
料
）で
、
お
正
月
用
の
生
け
花

展
と
生
け
花
教
室
を
行
い
ま
す
。

○
生
け
花
展

■
と
き　

12
月
26
日
（
金
）
〜
平

成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

○
生
け
花
体
験
教
室

■
と
き　

12
月
25
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

■
講
師　

池
い
け
の
ぼ
う坊
萩
支
部

■
定
員　

各
20
人

■
参
加
料　

５
０
０
円（
花
代
等
）

※
花
ば
さ
み
を
お
持
ち
の
方
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド

協
会申

し
込
み

12
月
19
日
ま
で
に
、ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
推
進
課
（
２
５
・
３
２
９

０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３
１
４
２
）へ

萩
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

○
ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

■
点
灯
時
間　

12
月
１
日
（
月
）

〜
31
日
（
水
）
午
後
５
時
30
分
〜

11
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
前
庭

問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
協
会（

２
５
・
１
７
５
０
）

○
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
須
佐

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

■
点
灯
時
間　

12
月
６
日
（
土
）

〜
平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
午

後
５
時
〜
10
時

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前

■
点
灯
セ
レ
モ
ニ
ー　

12
月
６
日

（
土
）
午
後
５
時
〜
、
▽
豚
汁
や

焼
き
鳥
な
ど
の
屋
台
、
サ
ン
タ
さ

ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

問
い
合
わ
せ

萩
阿
武
商
工
会
須
佐
支
所

　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
４
３
７
）

○
萩
イ
ル
ミ
ネ
フ
ェ
ス
タ

■
点
灯
時
間　

12
月
13
日
（
土
）

〜
平
成
27
年
１
月
７
日
（
水
）
午

後
５
時
30
分
〜
10
時
（
12
月
６
日

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○ルーシー
○蜩

ひぐらしのき

ノ記
○ソフテン！
○スタンド・バイ・ミー ドラえもん
○ベイマックス

　　　　　　　上映中
上映中

12/6〜19
12/13〜
12/20〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

◎道路改良工事（椿地区）

262

↑
椿
大
橋

山
口
方
面
↓

金谷

椿
←市民体育館

  忠小兵衛蒲鉾本店

車両通行止

通行規制にご協力を！

■工事期間　12 月 27 日まで（予定）
（車両通行止めは 12 月９日〜 18 日）
■規制時間　終日
■規制内容　車両通行止
　　　　　  （歩行者、自転車は通行可）

問い合わせ
萩土木建築事務所（２２・００９２）

県営住宅
金谷団地

セブン

市営
金谷団地

イレブン

は
午
後
６
時
〜
）

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
萩
駅
舎
周
辺

■
点
灯
セ
レ
モ
ニ
ー　

12
月
13
日

（
土
）
午
後
６
時
〜
、
▽
椿
西
小

学
校
有
志
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演

奏
、
よ
さ
こ
い
披
露
、
小
学
生
以

下
の
方
に
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
２
０
０
人
）

問
い
合
わ
せ

萩
イ
ル
ミ
ネ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
（
０
９
０
・
７
１
２
８
・
９
３
７

２
）
藤
本

テ
レ
ビ
放
映
「
花
燃
ゆ
ト
ー

ク
＆
ウ
ォ
ー
ク
」（
再
放
送
）

　

11
月
９
日
、
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
の
会
場
で
行
わ
れ
た
、
ラ
ジ
オ

公
開
生
放
送
の
収
録
番
組
が
再
放

送
さ
れ
ま
す
。

■
放
送
予
定
日
時　

12
月
５
日

（
金
）
午
後
７
時
30
分
〜
55
分
、

６
日
（
土
）
午
前
10
時
50
分
〜
11

時
15
分

■
放
送
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
（
山
口

県
内
）

日曜日［総合］午後８時～
          ［ＢＳプレミアム］午後６時～
土曜日［総合］午後１時05 分～ （再放送）

〜明治維新は
    この家族から始まった〜

「花燃ゆ」公式ホームページ http://www.nhk.or.jp/hanamoyu/

１月４日（日）スタート！

井上  真央  ［杉 文（美和） 役］
大沢たかお ［小田村 伊之助（楫取 素彦） 役］
伊勢谷友介 ［吉田 松陰 役］
高良　健吾 ［高杉 晋作 役］
東出　昌大 ［久坂 玄瑞 役］もゆるん

©NHK・SANRIO 2014

大河ドラマ、舞台は山口県！
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毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

開催中〜27㊏
 写真展「明木の風景

ー明木てくてく見て歩きー」
9:30〜 明木図書館

3 ㊌「草の芽」のおはなし会 15:30〜 明木図書館

4 ㊍
萩読書会 13:30〜 萩図書館
人権に関する図書展 〜10㊌ 9:00〜

9:30〜
萩図書館

須佐・明木
図書館

5 ㊎ 図書館ライブラリーセッション
「電子図書館を体験」 10:30〜 萩図書館

10㊌ クリスマスツリーをつくろう 15:30〜 明木図書館
12㊎ 似顔絵教室 15:30〜 明木図書館
13㊏ れんげの会「青空おはなし会」 10:30〜 須佐図書館

【休館日】 須佐図書館：1㊊、8㊊、15㊊
   　　　明木図書館：1㊊、8㊊、14㊐、15㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

13:30 〜むつみ農村環境改善セ
10:00 〜むつみ農村環境改善セ

10:00 〜福栄コミュニティセ
13:30 〜福栄保セ
10:00 〜福栄保セ

●のびのび会
　むつみ体を動かす会
●乳児相談
　健康福祉まつり
　福栄楽しく体を動かす会
●クリスマス会

毎週㊌
2 ㊋
4 ㊍
6 ㊏

11 ㊍
14 ㊐

9:30 〜川上保セ　川上ヘルシー教室 運動編8 ㊊
地域川上・旭

田万川・須佐 地域
14:00 〜弥富公民館
9:30 〜弥富公民館

9:30 〜須佐保セ
9:30 〜須佐保セ

9:30 〜田万川保セ
14:00 〜須佐保セ

10:00 〜田万川保セ
9:30 〜弥富公民館

10:00 〜須佐郵便局
10:00 〜田万川コミュニティセ

　弥富ウェルネス教室
　弥富元気もりもり体操
　須佐元気もりもり体操
　須佐脳がよろこぶ会
　萩市健康体操教室
　みんなの健康運動教室
●おたまじゃくし学級クリスマス会
　弥富ウェルネス教室
　まちの保健室
　健康講座

2 ㊋
3 ㊌
4 ㊍
5 ㊎
9 ㊋

12 ㊎
13 ㊏
15 ㊊

萩健康福祉センター ☎25・2667
9 ㊋ 　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウィルス検査

　（血液検査）（要予約）
　HTLV-1 抗体検査（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　エイズ抗体即日検査（要予約）

13:00 〜

13:00 〜
13:30 〜

14:00 〜、17:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
9:00 〜萩市保セ

9:30 〜小畑漁村コミュニティセ
9:30 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜椿東小地域ふれあいセ

11:00 〜中央公園
13:30 〜市民活動センター「結」

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜越ケ浜介護予防セ

9:30 〜萩市保セ

10:00 〜大島公民館
9:30 〜東木間公会堂

10:00 〜椿東小地域ふれあいセ
13:30 〜三見公民館

9:30 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ

13:30 〜御許町公会堂

毎週㊋
毎週㊍

2 ㊋
3 ㊌

4 ㊍

5 ㊎
8 ㊊
9 ㊋

10 ㊌
11 ㊍

12 ㊎

14 ㊐
15 ㊊

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
●3歳児健康診査
●子育て輪づくりクリスマス会（河添・平安古・堀内）

　栄養相談日・健康相談日
●子育て輪づくりクリスマス会（越ケ浜・小畑）

●母子相談室
●1歳児集まれ教室（H25.12月生まれ）

　椿東健康づくり教室
　健康づくり応援隊体操
　五間町健康教室
●子育て輪づくりクリスマス会（川島・土原・橋本町・
　唐樋町・御許町・江向）
　越ケ浜グッドヘルス
●10か月児相談
●子育て輪づくりクリスマス会（大島）

　東木間健康教室
●子育て輪づくりクリスマス会（椿東）

　三見ソナタ
●パパママセミナー
●子育て輪づくりクリスマス会（山田）
　御許町健康教室

6 ㊏
•旭駅伝競走大会　　　　　　13:30〜佐々並〜明木
•萩城下町マラソン開会式・ジョギング教室

15:00〜萩武道館

7 ㊐ •維新の里 萩城下町マラソン
10:00〜萩ウェルネスパーク スタート

14㊐ •須佐駅伝大会　　　　　　　　　9:45〜須佐地域

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜

4 ㊍ ピヨピヨ「フラワーアレンジメント」
（定員：20人、参加料：600円） 10:30〜11:30

6 ㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜
10㊌ ベビーマッサージ教室（定員：6組） 10:00〜11:30
12㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15

13㊏ クリスマス＆ハッピーカフェ 13:00〜15:30
おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
2㊋、9㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
2 ㊋ 発達相談日 13:00〜15:00

◆萩幼稚園（22･0775）
2 ㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11：30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

10㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
サート、パネルシアターなど

10:00〜11：30
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情報カレンダー日月火水木金土
51 2 3 4 6

87 10 11 12 13
16

22 23
14 18 19 2017
21 26 2725
15

29 30 3128
24

9

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

7日㊐
14日㊐

［内外科］
［内科］

齋藤（阿武町）
弥富（弥富下）

08388・2・2838
08387・8・2311

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

1 ㊊
○ウィンターイルミネーション 〜31日 （17:30〜/市役所前庭）外科 MP萩（堀内） 24・0082

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

2 ㊋
○衆議院議員総選挙 公示日 外科 大藤（椿） 21・0002
○赤十字パネル展 〜12日 （8:30〜/市民館ロビー）内科 中坪（今魚店町） 22・5430
●人権相談　　　　　　　　　　　　　（13:00〜/むつみコミュニティセンター）
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）

3 ㊌
●12月萩市議会定例会 〜18日 （10:00〜/萩市議会議場）外科 かわかみ（椿東） 21・7538

内科 山本（椿東） 26・0077
小児科 いわたに（椿東） 24・2100

4 ㊍
●MASAKI ヴァイオリンコンサート （19:00〜/市民館大ホール）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 藤原（土原） 22・0781

5 ㊎
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

6 ㊏
●萩博物館「海を拓いた萩の人々」 〜4/5 （9:00〜/萩博物館）外科 萩市民（椿） 25･1200
○シクラメンフェア 〜7日 （9:00〜/道の駅「ハピネスふくえ」）内科 全真会（玉江浦） 22・4106
○ふれあいステーション須佐イルミネーション 〜1/5　　（17:00〜/JR須佐駅前）

7 ㊐
●維新の里 萩城下町マラソン　　　　　（10:00〜/萩ウェルネスパーク〜城下町）内科・歯科（外科）
○萩クライネルコール定期演奏会 （14:00〜/市民館大ホール）休日急患診療センター（椿）26・1397

8 ㊊
●12月萩市議会定例会 一般質問 〜10日 （10:00〜/萩市議会議場）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 柳井（橋本町） 22・0748

9 ㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/須佐老人憩の家）外科 田町（東田町） 24・1234
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/市役所）内科 波多野（堀内） 25・2788

10㊌
○こころの相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

11㊍
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 市原（塩屋町） 22・0184

12㊎
●行政相談　　  （9:00〜/福栄農業担い手育成センター、10:00〜/旭活性化センター）外科 MP萩（堀内） 24・0082
●消費生活（多重債務）無料法律相談会 （10:00〜/総合福祉センター）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

13㊏

○衆議院議員総選挙 大島・相島・見島地区投票日　　　　　（7:00〜/各投票所）外科 めづき（土原） 22・2248
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （9:00〜/橋本川沿線（河添〜香川津））内科 みやうち（椿） 25・2500
●児童生徒人権啓発作品展・人権啓発活動展 〜16日　（10:00〜/市民館小ホール）
●人権の心をはぐくむ市民の集い （13:00〜/市民館大ホール）
○萩吹奏楽団サマーオレンジーズ クリスマスコンサート （16:00〜/サンライフ萩）
○萩イルミネフェスタ 〜1/7 （17:30〜/JR萩駅舎周辺）

14㊐
○衆議院議員総選挙 投開票日 （7:00〜/各投票所）内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397

15㊊
●萩市民大学教養講座（山本一力） （19:00〜/市民館大ホール）外科 かわかみ（椿東） 21・7538

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

16㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）

17㊌
○年金出張相談 （10:00〜/須佐総合事務所）

※小児科は、３日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

１ →15日 日

月12
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　国道 191 号を須佐地域から田万川地域へ進んで
いき、県道須佐湾高

こうやま

山尾
お う ら

浦線との交差点を斜め左方
向へ約 300m 進むと、山口県指定有形文化財の西堂
寺六角堂があります。この六角堂は応永年間（1394
〜 1427）に創建されたもので、境内にある地蔵尊は、
小川の里、鍋

なべやま

山長者の娘の化身と言い伝えられ、「子
育て地蔵」とも称されています。
　この西堂寺六角堂の岩に大きく根を張り、枝下の
幹周 3.3m のクロマツがそびえ立っています。根は
石の間に生えており、別名「石割の松」と言われて
います。大きな枝が川に垂れており、岩の上という
木の生長には厳しい条件下で育っていることを考え
ると、大きさに比べて相当の年数が経過しているも
のと考えられます。また、岩に大きく根を張ってい
るクロマツの樹形は盆栽のように、自然が作り上げ
た美しさを表わす象徴的な姿をしており、この地区
を代表するクロマツとなっています。

六
ろっかくどう

角堂のクロマツ
（指定No.47）

新保存樹木 ９

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより 本人または親族の方の承認を得たもののみ
掲載しています。（敬称略）
※11月1日〜11月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

表紙 杉家の家族愛を感じ取れる
特設展示室がオープン！

　来年の大河ドラマ「花燃ゆ」の放映に合わせ、杉家
から寄贈された貴重な実物資料や楫取家からお借り
した「涙

るいしゅうちょう

袖帖」の実物などを展示する、特設展示室
を11 月８日、萩博物館に開設しました。文が書き写
した松陰の和歌など、初公開となる資料もあり、放映
を前に杉家の強い絆を堪能することができます。
　特設展示室は平成 28 年９月４日までですが、「涙
袖帖」が萩博物館で展示されるのは来年６月までと
なっていますので、ぜひお見逃しなく。
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